
担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　童謡の意義　　　　　　　　　　
　　　　　　練習の重要性

アンケート記入　　
シラバスを読む

9 楽曲に必要な基
礎練習・練習時
間・練習内容を
知る

2 基本の姿勢、手の形とタッチ　　　　　
　　　　　　　　　　　春の歌

レッスンカードの
課題の予習

10 楽曲の特徴を理
解し歌詞のない
曲の音楽的表現
を学ぶ

3 拍子とフレーズ　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・登園

指の基礎訓練でピ
アノのタッチにな
れる

11 ブレスによって
表現も伝わり方
も変わることを
意識する

授業の概要

6 付点リズム　　　　　　　　　　　　　
　　　園生活の歌・降園

練習法により付点
リズムに慣れ園児
の動きを感じる

14 ハ、二、へ、ト
長調についてブ
ロック奏法を身
につける

7 成果発表 人に伝わる表現を
目指す。人の発表
を聞く心構え

15 試験課題曲の完
成度を高め完全
に暗譜する

割合(％)

80%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　　ピアノⅠの総括

基本の振り返りと
夏休みの課題を仕
上げる

9 効率的な移調の
為、ベース伴奏
やコード伴奏を
学ぶ

2 ハ長調のコード伴奏　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　あそびの歌

レッスンカードの
課題の予習コード
のブロック基礎練
習

10 歌詞を完全暗譜
し拍子にのって
楽しく演奏でき
る

3 ハ長調のベース伴奏　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　こどもの歌

楽譜の音楽用語を
確認し、理解して
おく

11 分散和音に慣れ
実践できるよう
にする

授業の概要

6 ヘ長調のコード伴奏　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　和音の跳躍

部分練習・片手練
習を効果的に行う

14 コードのブロッ
ク奏法により同
主調の仕組みを
感じる

7 成果発表 こどもに寄り添う
音楽を人に伝える
為の練習をする

15 童謡のすばらし
さを伝える為の
スキルアップに
努める

割合(％)

80%

20%

単位数 対象学生

KC1M1C01
ピアノⅠ

田中　幸子・吉良　千波
塩津　貴子・住江　智子

クラス分け １単位
こども学科

作品の背景を調べ
歌詞からの情景を
感じ取る

童謡を通してこどもの心と感性を
豊かにするためのピアノ実技の基
本を学ぶ。演奏姿勢、タッチ、運
指の決め方の基本と学修の方法を
知る。旋律の表現法、拍子、リズ
ムなどを歌詞の内容や、フレーズ
に沿って弾く課題曲を旋律＋伴奏
で弾く。暗譜でひけるようにす
る。

選択必修選択必修必修前期

事前学修

音符の長さに注意
を払って楽譜を読
む

ベースの役割と意
義を意識し片手練
習をする

主要三和音（属七
含む）の基本形を
使えるようにする

実技試験課題曲の
練習、部分練習、
暗譜に取り組む

教職課程

伝える難しさを分
析し、発表を聴い
た感想をまとめる

5 拍子とリズム　　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・活動

日本童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽リ
ズム・幼児の歌(小林美実編　東京書籍)

8 運指　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・行事

時の記念日につい
て調べ曲の特徴に
合った奏法を探す

課題以外でこの時
期に相応しい曲を
調べる

ベースと旋律の
良いバランスを
聴き取り実践す
る。

ＢＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

事後学修 学修内容

レッスンカードに
練習計画をまとめ
る

選択必修

科　目　名

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教
育芸術社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),
続・こどものうた200(小林美実編　チャイルド社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験（ピアノ実技） テンポ、フレーズ感

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等

歌詞に沿った2小
節、4小節のまと
まりで演奏する

保育園・幼稚園現場で実践できる
ピアノ実技を書く人の習熟度に準
じ、導入・基礎から学ぶ。テク
ニックの基本・リズム・表現法を
含む個人レッスンを行い課題曲に
取り組む。

ピアノ曲を学ぶ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　練習方法の工夫

ピアノ曲の表現　　　　　　　　　　　
　　　　ブルグミュラー、ソネチネ他　
自由曲

作品の背景を知る　　　　　　　　　　
　　　　　抒情的な歌

音符と音価　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　夏の歌

ベース伴奏　　　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・夏の行事

コード伴奏　　　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・あそび

ピアノの基本の振り返り　　　　　　　
　　　　まとめ

リズミカルな曲に
早く慣れる練習法
を工夫する

より効果的で自分
に合った練習方法
を開拓する

13

歌詞読みの重要性
を知り、フレーズ
を考え歌詞を覚え
る

12 理論上の音価と
表現上の音価の
違い考え実践・
表現する

付点リズムの特徴
を掴み拍子にのる
感覚を修得する

基本姿勢を習得
し、肩の力を抜き
腕の脱力に努める

ストレッチで脱力
の習慣をつける。
自分の音を聴く

4 歌詞読みとブレス　　　　　　　　　　
　　　　初夏の歌

初夏の風物詩や童
謡を調べ課題の予
習をする

部分練習の必要性
と方法について考
え基本練習に活か
す

各自選んだ課題を
音楽的に仕上げる
目標で取り組む

選択必修 選択必修 ＢＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1C02
ピアノⅡ

田中　幸子・吉良　千波
塩津　貴子・住江　智子

クラス分け １単位
こども学科

後期 必修 選択必修

13 ニ長調のコード　　　　　　　　　　　
　　　　園生活の歌・行事

擬音語の歌詞のス
タッカートに注意
する。

ニ長調のブロッ
ク伴奏、ハ長調
への移調奏を実
践する

アーティキュレー
ションを工夫し楽
曲の奏法を研究す
る

ハ短調のコードと伴奏　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　早
春の行事

短調コード基本形
とオクターブ伴奏
の違いを学ぶ

ピアノⅠで学んだ基礎を向上さ
せ、課題曲に取り組む。テクニッ
クの基本・リズム・表現法におい
ても学ぶ。

5 歌詞の表現とブレス　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　秋の歌

歌詞読みから情景
が伝えられる表現
を目指す

伴奏にも呼吸が必
要であることを知
り実践する

演奏を聴いた感想
を発表し問題を共
有する

ピアノⅡの振り返り　　　　　　　　　
　　　　まとめ

こどもに音楽で寄
り添うための練
習、暗譜に取り組
む

8 連弾　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　アンサンブルの基本

個々の充分なパー
ト練習の後、合わ
せの練習をする

バランスのとり方
や相手の音を聴く
大切さを認識する

童謡と、保育現場でこどもに寄り
添う音楽を探求する。読譜力を上
げ的確な運指、練習方法を考え課
題曲は確実に暗譜で演奏できる。

事後学修 学修内容 事前学修

効率的な移調の為
にベース伴奏や
コード伴奏を学ぶ

移調奏　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　長2度上下

幼児の声域により
必要となる移調奏
の基本を学ぶ

歌詞を完全に覚え
拍子に乗って楽し
く演奏できる

アウフタクト　　　　　　　　　　　　
　　　　冬の行事

アウフタクトの拍
子の取り方、強
弱・弱拍に慣れる

課題以外の音楽用
語の使い方も復習
する

分散和音　　　　　　　　　　　　　　
　　　　アルベルティバス

ヘ長調のコードを
基本形とブロック
伴奏で理解する

4 順次進行・スタッカート　　　　　　　
　　　　　園生活の歌・行事

秋の風物詩やこど
もの歌を調べて課
題の予習をする

反進行に慣れ曲想
に合うスタッカー
トの工夫が出来る

12 演奏表現・強弱とスラー　　　　　　　
　　　　冬の歌

歌詞の情景に合う
強弱を記譜以上の
深読みで考える

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教
育芸術社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),
続・こどものうた200(小林美実編　チャイルド社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験（ピアノ実技） テンポ、フレーズ感

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等
日本の童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽
リズム・幼児の歌(小林美実編　東京書籍)
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション
声楽の発声について理解する。授業の
進め方を把握する。

シラバスを熟読
する

9 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

2 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(生活の歌)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

10 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

3 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(入園、卒園、誕生会、七夕、夏休み)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

11 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

授業の概要

6 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(ともだち、先生)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

14 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

7 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(雨、動物)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

15 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

割合(％)

20%

80%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション
発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(前期既習曲)

シラバスを熟読
する

9 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

2 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(食べ物、乗り物)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

10 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

3 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(動物、おばけ)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

11 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

授業の概要

6 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(からだ、野菜)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

14 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

7 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(アニメソング)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

15 授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

割合(％)

20%

80%

授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

必修 ＡＤ
１年次

授　　業　　計　　画

13 発声、コンコーネ50番、こどもの歌(乗
り物、遊び)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌(試
験課題曲の復習)

試験課題曲を暗
譜する

授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

必修 ＡＤ
１年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1C09
声楽Ⅰ

村橋 和子 単独 １単位
こども学科

前期 必修 選択必修

歌う事の基本である呼吸法、発声
法を学ぶ。たくさんの童謡・唱
歌、手遊びを含む様々なこどもの
歌にふれながら、歌詞も理解し、
曲に合った表現や工夫も身につけ
る。また集団を動かす声作り、声
に使い方についても学ぶ。また音
楽に合わせて身体を動かし、リズ
ム感を養う。さらには童謡の作曲
家についても学修する。適宜、個
人レッスンを行う。

5 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(春、花)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

授業で歌唱した
曲を暗譜する

まとめ(課題曲の歌唱による試験) 試験課題曲を暗
譜する

8 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(夏、海)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

50曲の歌唱を行い、その内こども
の歌15曲、手遊び15曲を暗譜し、
現場で即座に使える歌の音楽力を
身につける。

事後学修 学修内容 事前学修

こどもの歌につ
いて調べる

発声、コンコーネ50番、こどもの歌(食
べ物、水遊び)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(秋、動物)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(冬、雪)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

4 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(クリスマス、お正月、節分、ひな祭
り)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

12 発声、コンコーネ50番、こどもの歌(ク
リスマス、一年生)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

教科書・テキスト等

改訂ポケットいっぱいのうた実践子どもの歌　簡単に弾け
る144選（教育芸術社）,コンコーネ50番　中声用(全音楽
譜出版社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（態度・行動観察） 授業への集中、課題への取り組み

期末テスト 歌唱による試験

参考書・参考資料等

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1C10
声楽Ⅱ

村橋 和子 単独 １単位
こども学科

後期 必修 選択必修

13 発声、コンコーネ50番、こどもの歌(こ
れまで学修した曲の復習)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱し
た曲を暗譜す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌(試
験課題曲の復習)

試験課題曲を暗
譜する

声楽Ⅰに引き続き呼吸法、発声法
を学び、さらに集団を動かす声作
り、声の使い方についても学ぶ。
たくさんの童謡・唱歌、様々なこ
どもの歌を歌唱し、保育現場でそ
の提供の仕方（姿勢、表情、声の
かけ方）などについても学ぶ。さ
らには童謡の作曲家についても学
修する。適宜、個人レッスンを行
う。

5 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(レクリエーション)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

授業で歌唱した
曲を暗譜する

まとめ(課題曲の歌唱による試験) 試験課題曲を暗
譜する

8 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(テレビ番組の曲)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

50曲の歌唱を行い、その内こども
の歌15曲、手遊び15曲を暗譜し、
現場で即座に使える歌の音楽力を
身につける。

事後学修 学修内容 事前学修

前期既習曲を復
習する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌(CM
ソング)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(NHK”おかあさんといっしょ”の曲か
ら)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(ディズニー映画から)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

4 発声、コンコーネ50番、こどもの歌
(わらべうた)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

授業で歌唱した
曲を暗譜する

12 発声、コンコーネ50番、こどもの歌(英
語の歌)

教科書の知って
いる歌を歌唱す
る

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた実用幼児・児童の歌　簡単に弾け
る144選(教育芸術社),コンコーネ50番　中声用(全音楽譜
出版社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（態度・行動観察） 授業への集中、課題への取り組み

期末テスト 歌唱による試験

参考書・参考資料等
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 ガイダンス　　　　　　　　　　　　　
　　　　授業計画発表・学修内容の説
明・パート編成分け

シラバスを確認 9 課題に基づき
復習・反復練
習

2 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
①呼気のコントロールと発声のメカニ
ズムについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

10 課題に基づき
復習・反復練
習

3 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
②安定感のあるブレスに立脚した声に
ついて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

11 課題に基づき
復習・反復練
習

授業の概要

6 アンサンブル・トレーニングの修得と
その実習②
移動ド唱法とソルミゼーションその２

演習楽曲の研究
と練習

14 課題に基づき
復習・反復練
習

7 アンサンブル・テクニックの修得とそ
の応用①単旋律聖歌、オルガヌム等を
用いて完全４度または完全５度の響き
を味わい音程感覚を養う。

演習楽曲の研究
と練習

15 課題に基づき
復習・反復練
習

割合(％)

50%

30%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 ガイダンス　　　　　　　　　　　　　
　　　　作品演奏にふさわしい発声、
発語に留意しながら和声的感覚を養う
トレーニングに取り組む

シラバスを確認 9 課題に基づき
復習・反復練
習

2 楽曲演奏と実習①
組曲第１曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

10 課題に基づき
復習・反復練
習

3 楽曲演奏と実習②
組曲第２曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

11 課題に基づき
復習・反復練
習

授業の概要

6 楽曲演奏と実習⑤
組曲第５曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

14 課題に基づき
復習・反復練
習

7 楽曲演奏と実習⑥
組曲第６曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

15 合唱音楽につ
いてまとめる

割合(％)

50%

30%

20%

教科書・テキスト等

必要に応じて配布、または個人購入して使用する,詳細は
授業時に指示する。 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

課題演奏 演奏に学修課題を活かせている

課題　／　レポート 合唱曲、アンサンブルについての考察

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 授業態度、積極的な取り組み

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき
復習・反復練
習

コダーイ・システムの概念に基づ
き、合唱音楽の演奏にふさわしい
清潔な声と音程感覚を養いながら
様々な合唱作品に取り組む。

5 楽曲演奏と実習④
組曲第４曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

13 リハーサル 既習事項のまと
めと練習

課題に基づき
復習・反復練
習

課題に基づき復
習・反復練習

演奏会 既習事項のまと
めと練習

課題に基づき復
習・反復練習

総括と反省 既習事項のまと
めと練習

8 楽曲演奏と実習⑦
組曲第７曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

古典から近現代までのあらゆる合
唱作品に触れながら「声」による
アンサンブル表現の多様性と可能
性を体感するとともに、合唱作品
の演奏に際して必要となる基本的
なテクニックを習得することを目
標とし、芸術としての合唱音楽の
本質的な魅力に迫ることができ
る。

事後学修 学修内容 事前学修

計画を立てる 楽曲演奏と実習⑧
組曲第８曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と実習⑨
組曲第９曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究⑩
全曲通し練習その１

演習楽曲の研究
と練習

4 楽曲演奏と実習③
組曲第３曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

12 楽曲演奏と研究⑪
全曲通し練習その２

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

MC1M1C02
合唱Ⅱ

菊村　隆史・桑原　理恵・村橋　和子 複数 ２単位
音楽学科・こども学科

後期 必修 必修

教科書・テキスト等

必要に応じて配付、または個人購入して使用する,詳細は
授業時に指示する。 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

課題演奏 演奏に学修課題を活かせている

課題　／　レポート 合唱曲、アンサンブルについての考察

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 授業態度、積極的な取り組み

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき
復習・反復練
習

コダーイ・システムの概念に基づ
き、合唱音楽の演奏にふさわしい
清潔な声と音程感覚を養いながら
様々な合唱作品に取り組む。

5 アンサンブル・トレーニングの修得と
その実習①
移動ド唱法とソルミゼーションその１

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

13 まとめ　　　　　　　　　　　　　　　
　　グループ別研究発表と考察①

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき
復習・反復練
習

課題に基づき復
習・反復練習

まとめ　　　　　　　　　　　　　　　
　　グループ別研究発表と考察②

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

前期の総括 演習楽曲の研究
と練習

8 アンサンブル・テクニックの修得とそ
の応用②カノン、オスティナート、2
～3声の楽曲、様々なコーラス・アン
サンブルを研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

古典から近現代までのあらゆる合
唱作品に触れながら「声」による
アンサンブル表現の多様性と可能
性を体感するとともに、合唱作品
の演奏に際して必要となる基本的
なテクニックを習得することを目
標とし、芸術としての合唱音楽の
本質的な魅力に迫ることができる

事後学修 学修内容 事前学修

計画を立てる 楽曲演奏と研究①
課題楽曲Ａの実習、アーティキュレー
ションについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究②
課題楽曲Ａの実習、発語（ディクショ
ン）について研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究③
課題楽曲Ｂの実習、アーティキュレー
ションについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

4 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
③様々なパッセージを歌唱し自らの声
と音域について研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

12 楽曲演奏と研究④
課題楽曲Ｂの実習、発語（ディクショ
ン）について研究する。

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

MC1M1C01
合唱Ⅰ

菊村　隆史 単独 ２単位
音楽学科・こども学科

前期 必修 必修
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　基本的な動きと即時反応

シラバスに目を
通しておく

9 自分でリズム
フレーズを作
りクラップや
ステップをす
る

2 ビート（拍） 配布資料を読
み、様々なジャ
ンルの音楽を聴
いておく

10 自分で考えた
ポリリズムを
クラップやス
テップする

3 ダイナミクスとテンポ 配布資料を読ん
でおく

11 いろいろな曲
の形式を調べ
る

授業の概要

6 基礎リズム 基本的なリズム
をクラップして
おく

14 授業で取り上
げた課題を確
実にできるよ
うにしておく

7 リズムパターン（リズム型） 物の名前を言い
ながらクラップ
しておく

15 実技試験の振
り返り

割合(％)

40%

60%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 動きのための音楽①　　　　　　　　　
　　（ステップ）

夏休みの課題曲
を弾いておく

9 指導案を考え
る

2 動きのための音楽②　　　　　　　　　
　　　（動物・乗り物　他）

課題曲を弾いて
おく

10 ロールプレイ
の良い点や改
善点をまとめ
る

3 いろいろな表現①　　　　　　　　　　
　　　（ボディー・パーカッション）

課題のリズムを
叩いてくる

11 ロールプレイ
の良い点や改
善点をまとめ
る

授業の概要

6 速さの違いを感じての動き 課題曲を聴いて
おく

14 授業で撮影した
動画を観て客観
的に振り返り、
再考する

7 楽器の音色の違いを楽しみながらの動
き

課題曲を聴いて
おく

15 これまでの授
業内容と、実
技試験の振り
返り

割合(％)

40%

60%

教科書・テキスト等

基礎からわかるリトミック！リトミック！　　　石丸　由
理 著(ひかりのくに出版) 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点 授業への積極的な取り組み、受講態度

定期試験(実技試験) 音楽の捉え方、動きの工夫、全体の構成

参考書・参考資料等
リトミックでつくる楽しい音楽授業　　　　　　　　　　　
　　　井上　恵理・酒井　惠美子 共著　　(明治図書),　　
　　　　　ダルクローズ・アプローチによる子どものため
の音楽授業　　ヴァージニア・ホッジ・ミード著 神原雅

課題曲を聴いて
おく

インターネッ
トでプラス
ティックアニ
メの動画を観
るリトミックⅠで経験したことを基

盤として発展させ、保育や幼児教
育、また学校教育の現場で生かせ
るリトミック指導法や、音楽と動
きを関連付けた音楽教育としての
リトミックを習得する。

5 いろいろな表現③　　　　　　　　　　
　　　　（絵本に動きをつける）

グループで絵本
を考え、内容を
把握しておく

好きな絵本に音
楽を付けてみる

13 音楽の視覚化②～プラスティックアニ
メ～　　　　　（曲を動く）

課題曲の音楽の
要素の合う身体
の動きを考えて
おく

グループで
作った動きを
復習しておく

授業を振り返
り、自分なりの
アプローチを考
える

音楽の視覚化③～プラスティックアニ
メ～　　　　　（仮発表と検討）

自分の動きを確
認する

いろいろな楽器
の音楽を聴き、
動きをイメージ
する

まとめ 実技試験の準備

8 ３拍子を感じて「メヌエット」を味わ
う

課題曲を聴いて
おく

自分なりの３拍
子のアプローチ
を考えてみる

備考

※卒業要件として、音楽学科は選択、こども学科は必修

ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

保育や幼児教育、学校教育などさ
まざまな現場で生かせるリトミッ
ク指導ができるようになる。動き
のためのピアノが弾けるようにな
る。

事後学修 学修内容 事前学修

授業で弾いた曲
を練習しておく

指導案の組み立て 配布資料を読ん
でおく

授業で弾いた曲
を練習しておく

ロールプレイ① ロールプレイの
準備をする

ボディー・パー
カッションの自
分の曲を作る

ロールプレイ② ロールプレイの
準備をする

4 いろいろな表現②　　　　　　　　　　
　　　（身体表現を伴っての言葉のア
ンサンブル）

課題のリズムを
叩いてくる

言葉のアンサン
ブルの自分の曲
を作る

12 音楽の視覚化①～プラスティックアニ
メ～　（曲の分析）

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

リトミックⅡ 隈部　文 単独 １単位
音楽学科・こども学科

後期 ※

教科書・テキスト等

基礎からわかるリトミック！リトミック！　　石丸　由理 
著(ひかりのくに出版) 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点 授業への積極的な取り組み、受講態度

定期試験（実技試験） リズムの正確さ

参考書・参考資料等
ダルクローズ・アプローチによる子どものための音楽授業　
　ヴァージニア・ホッジ・ミード著 神原雅之他　訳　　
(ふくろう出版)

配布資料を読ん
でおく

自分の好きな
曲をいろいろ
なニュアンス
で歌ってみる

感覚を通した反応活動を伴いなが
ら音楽の持つ様々な要素を身体全
体で感じていく。常に動きながら
音楽を体験し、心と身体の調和を
促したり、音楽的センスを培って
いく。

5 アナクルーシス 拍子の復習をし
ておく

身近な曲からア
ナクルーシスを
探す

13 補足リズム 基礎リズムやリ
ズムパターンを
クラップしてお
く

いろいろな曲
を歌いながら
補足リズムを
クラップする

授業を振り返
り、基礎リズム
の体験方法を考
えてみる

連鎖リズムとカノン 課題のリズムを
クラップ、ス
テップしておく

授業で学んだリ
ズムパターンを
ステップしてお
く

まとめ 実技試験の準備

8 リズムフレーズ（声とクラップ） 短文を言いなが
ら区ラップして
おく

リズムフレーズ
をリズム唱で唱
えたりクラップ
する

備考

※卒業要件として、音楽学科は選択、こども学科は必修

ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

リトミックを体験することによ
り、「集中力」「直感力」「記憶
力」「創造力」「想像力」など高
まり、音や音楽を深く感じられる
ようになる。リズムの持つエネル
ギーの違いが表現できる。

事後学修 学修内容 事前学修

エミール＝
ジャック　ダル
クローズについ
て調べる

リズムフレーズ（クラップとステッ
プ）

課題のリズムフ
レーズをクラッ
プしておく

様々な音楽を聴
きながらビート
を叩く

ポリリズム 課題のリズムを
クラップ、ス
テップしておく

いろいろな速さ
の音楽を聴きな
がらビートを叩
く

曲の形式 提示された曲を
聴いておく

4 拍子 配布資料を読ん
でおく

様々な曲を歌い
ながら拍子をク
ラップやステッ
プする。

12 ニュアンス

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

リトミックⅠ 隈部　文 単独 １単位
音楽学科・こども学科

前期 ※
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　　　幼児の音楽あそびの授業内
容について

教科書の目次を
確認しておく

9 曲分析シート
作成８

2 乳児の遊び歌① 課題の予習69ｐ
〜90ｐ

10 曲分析シート
作成９

3 幼児（しぐさ遊び） 課題の予習197p
〜

11 曲分析シート
作成10

授業の概要

6 乳児の遊ばせ遊び（足・ひざ） 課題の予習115p
〜119ｐ

14 授業の復習

7 幼児（役交代の遊び） 課題の予習197p
〜

15 曲分析シート
のまとめ,試験
の準備

割合(％)

50%

30%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　　　幼児の音楽指導法の授業内
容について

教科書の目次を
確認しておく

9 復習

2 なぜわらべうたか 課題の予習19p
〜

10 計画表完成

3 わらべうたの力 課題の予習19p
〜

11 シート記入

授業の概要

6 乳児の生活 50p〜61p 14 実践練習の振
り返り

7 幼児の遊びの中での音楽課業の組み立
て①

課題の予習121p
〜

15 これまでの復
習と試験の準
備

割合(％)

50%

30%

20%

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1E21
幼児の音楽あそび

神野　和美 単独 ２単位
こども学科

前期 必修 選択必修 必修 ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

０歳から６歳までの発達に沿って
必要な歌やしぐさを修得する。幼
児の集団遊びの種類や性質を整理
し、いろいろな場面で遊びこなせ
る力をつける。子どもの身近な遊
具や道具を使っても遊べるよう経
験を積む。

事後学修 学修内容 事前学修

授業内容の確認 幼児（減り増える遊び） 課題の予習197p
〜

曲分析シート作
成１

乳児の遊ばせ遊び（顔・頭・指）とこ
もりうた

課題の予習91p
〜103p

曲分析シート作
成２

幼児（隊伍の遊び） 課題の予習197p
〜

4 乳児の遊び歌② 課題の予習60p
〜90p

曲分析シート作
成３

12 幼児（道具を使う遊び） 動きやすい服装 曲の復習

教育者として乳幼児に関わるとき
に最も大事な役割は、人間育成の
手助けである。身体的言語的発達
がまだ未熟な子どもに対し芸術、
特に音楽を通しての教育は大変重
要でかつ一番子どもにとって身近
な媒体である。そのはじめの一歩
として、自分自身の声と身体（身
近な道具も）を使って乳幼児に寄
り添えるわらべうたをしっかり身
につける。

5 幼児（鬼決め・数え歌） 課題の予習197p
〜

曲分析シート作
成４

13 乳児の遊び復習 奇数番号シート 授業の復習

曲分析シート作
成５

幼児の遊び復習 偶数番号シート

曲分析シート作
成６

まとめ 実技試験のため
の準備

8 乳児の遊ばせ遊び（手を使った遊び） 課題の予習103p
〜114p

曲分析シート作
成７

教科書・テキスト等

わらべうた　わたしたちの音楽　ー保育園・幼稚園の実
践ー(明治図書) 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験 実技試験

平常点（態度・行動観察） 授業の参加態度、予習復習の準備

参考書・参考資料等
レポート（シート） 課題の取り組み、毎回の積み重ね

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1E22
幼児の音楽指導法

神野　和美 単独 ２単位
こども学科

前期 必修 選択必修 選択必修 ＡＢＣＤＥＦ
１年次

授　　業　　計　　画

乳児では、子どもの発達の順次性
を理解した上で最適な遊び歌を選
べる力をつけ、いろいろな場面で
の応用力が身につくようになる。
幼児では複数の遊びや歌を一つの
実践として組み立てる（計画を立
てる）ことができるようになる。

事後学修 学修内容 事前学修

授業内容の確認 幼児の遊びの中での音楽課業の組み立
て②

課題の予習133p
〜

プリントの復習 乳児の計画② 課題の予習

まとめ復習 幼児の課業の実践案作り① 7と9回目の復習

4 子どもの身体発達 特になし シートの記入 12 幼児のレパートリー表作り 特になし 表の完成

「乳幼児の音楽あそび」で習得す
るたくさんの歌を、具体的にどの
ような場面で活かせるのかという
場面をイメージしたり、またどの
ように組み立てて表現していくこ
とで子どもとの芸術を通した教育
が活かされるのかを学んでいく。

5 幼児の遊び（遊びの種類を考えよう） 課題の予習 まとめ復習 13 幼児の課業の実践案作り② 復習 課業実践案の
作成

授業の復習 実践練習 実践案確認

復習 これまでの総まとめ 実技試験のため
の準備

8 乳児の計画① 4と６回目の復
習

授業の復習

教科書・テキスト等

わらべうた　わたしたちの音楽　−保育園・幼稚園の実践−
(明治図書) 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験 筆記課題と面接

平常点（態度・行動観察） 授業の参加態度・予習復習の準備

参考書・参考資料等
レポート（シート） 課題の取組み
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士音楽療法ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　音楽の基礎（理論とソルフェー
ジュ）

シラバスを読む 9 （ハ・ト・
ニ）長調の音
階を弾く・歌
う・書く

2 音名、音符と休符、五線譜 テキストP8～
P22を読んでく
る

10 （へ・変ロ）
長調の音階を
弾く・歌う・
書く

3 ソルフェージュ・単純拍子 ２・３・４拍子
の童謡曲を調べ
る

11 （イ･ニ・ト・
ホ）短調の音
階を弾く・歌
う・書く

授業の概要

6 音程　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　長・短系の音程について

２・３・６・７
度音程を読む・
弾く・歌う

14 童謡曲をコー
ドで伴奏

7 音程　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　完全系の音程について

１・４・５・８
度音程について

15 試験の振り返
り

割合(％)

60%

20%

20%

関係調の理解
と童謡曲の移
調・移調奏

ＣＤＥ
１年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC1M1E23
音楽基礎演習

木村　博子 演習 ２単位
こども学科

前期 必修

音階と調　　　　　　　　　　　　　　
　　　（長音階）ヘ長調・変ロ長調

前回の復習とテ
キストP69～P79
を読んでくる

単純拍子の旋律
を弾く・歌う・
書く

音階と調　　　　　　　　　　　　　　
　　　（短音階）イ短調・ホ短調・ニ
短調・ト短調

テキストP95～
P100を読んでく
る

4

主要三和音と
属七の和音の
基本形を弾
く・歌う・書
く

長・短系の音程
について理解を
深める

和音とコードネーム テキストP118～
P126を読んでく
る

保育や幼児教育に役立つ音楽の基
礎を理論とソルフェージュの両側
から学ぶ。「歌う」「リズム打
ち」「音符を読む・書く」「音を
聴き分ける」などの演習を通して
基礎的な技術を身につける。

5 音程　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　音程の読み方と内容について

テキストP86～
P90を読んでく
る

音程・度数につ
いて理解を深め
る

完全系の音程に
ついて理解を深
める

まとめ これまでの授業
内容を復習

8 音楽用語・記号について　　　　　　　
　　（速度・強弱・曲想）記号

テキストP135～
P142を読んでく
る

楽譜の中に書か
れた音楽用語の
理解を深める

13 和音　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　主要三和音と属七の和音

テキストP112～
P117を読んでく
る

ソルフェージュ・単純拍子 ６・９・１２拍
子の童謡曲を調
べる

複合拍子の旋律
を弾く・歌う・
書く

12 旋律的短音階と和声的短音階・関係調 テキストP101～
P108を読んでく
る

教科書・テキスト等

楽譜が読める・弾けるステップ20(甲斐彰著　音楽之友社)
成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験 筆記、実技試験への取り組み

課題 課題への取り組み

参考書・参考資料等
平常点 授業への積極的な取り組み

楽譜の読み書きに慣れ、与えられ
た楽譜や童謡曲において、リズム
や音が正しく理解でき、豊かに表
現できるようになる。

事後学修 学修内容 事前学修

確認テストの復
習

音階と調　　　　　　　　　　　　　　
　　（長音階）ハ長調・ト長調・ニ長
調

テキストP62～
P67を読んでく
る

楽譜を読む・歌
う・弾く・書く
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